
生徒の携行品について（令和８年度） 

 

【日常的な教材や学習用具等について】 

○家庭学習で使用する予定のない教材等は、各自のロッカーに置いて帰ることを認めてい 

る。 

○クラスで使用する教材（例：道徳の教科書、総合のファイルなど）は、班ごとのロッカー 

に置いておくことを認めている。 

○教科用の特別教室で使用する学習用具の一部について、必要に応じて、特別教室内の所定 

の場所に置くことを認めている。 

○書写の授業があった際には、汚れた筆は持ち帰ることにしているが、その他の用具は個人 

のロッカーか、班のロッカーに置くことを認めている。 

 

 

【学期始め、学期末等における教材や学習用具等について】 

○学期末に持ち帰る学習用具については、計画的に持って帰ることができるように指導し 

ている。 

 

 

【その他留意している点について】 

○教材・教具等の持ち運びが生徒の負担になっていることを理解し、タブレットのメモ機能 

や写真機能を有効に使い、できるだけ持ち運ぶものが少なくなるように配慮している。 

○学校に置いていってよいものについては、年度当初に全学級で指導し、委員会の活動とも 

関連させながら、生徒たちに徹底を図っている。 


